
9.8　指数の拡張
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このように，指数を
√

2 = 1.41421356237 · · · に近づけていくと 3 の冪は

4.7288043878374 · · · に近づいていく．このことより， 3
√

2 = 4.7288043878374 · · ·

と考える．



　このようにして，任意の正の実数 a と任意の実数 p とに対して a の p 乗

ap を定義することができる．そして，前述の指数法則も指数が実数である場

合にそのまま拡張できる．
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　正の数の冪の値はいつも正である．

[定理] 任意の正の実数 a 及び任意の実数 p について ap > 0 ．


